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 G .  d u o d e n a l i s は 、世 界 中 に 分 布 し 、幅 広 い 範 囲 の 哺 乳 類 に 感 染
し 、 下 痢 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 消 化 管 内 寄 生 原 虫 で あ る 。 こ
の 寄 生 虫 は 1 つ の 種 複 合 体 で あ り 、 現 在 、 8 つ の 遺 伝 子 学 的
a s s e m b l a g e に 分 け ら れ 、 そ れ ぞ れ 宿 主 特 異 性 が 異 な る 。 現 在 、
G .  d u o d e n a l i s  株 の 人 獣 共 通 感 染 リ ス ク を 評 価 す る た め の 遺 伝 子
学 的 解 析 手 法 と し て 、 多 遺 伝 子 座 で の 遺 伝 子 型 別 ( M u l t i - l o c u s  
g e n o t y p i n g  :  M L G )が 、 最 も 情 報 量 に 優 れ 、 型 別 決 定 に 適 し て い
る と 考 え ら れ て い る 。 国 内 の 飼 育 犬 ・ 猫 に お い て G .  d u o d e n a l i s
は 最 も 蔓 延 し て い る 寄 生 虫 の 1 つ で あ る に も か か わ ら ず 、過 去 の
分 子 疫 学 的 な 調 査 報 告 は 限 ら れ て い る 。 本 研 究 は 、 国 内 の 飼 育
犬・猫 由 来 の G .  d u o d e n a l i s を M L G に よ り 解 析 す る こ と で 、犬 ・
猫 に お け る G .  d u o d e n a l i s  a s s e m b l a g e の 分 布 を 明 ら か に し 、人 獣
共 通 感 染 の リ ス ク を 評 価 し た 。 ま た 、 得 ら れ た G .  d u o d e n a l i s の
D N A 配 列 の 比 較 解 析 を 行 い 、各 a s s e m b l a g e 内 に お け る 遺 伝 子 学
的 多 様 性 お よ び 犬 ・ 猫 に お け る 伝 播 に つ い て 考 察 し た 。  
 第 1 章 で は 日 本 で 初 め て 犬 由 来 の G .  d u o d e n a l i s 株 を M L G に
よ り 遺 伝 子 型 を 決 定 す る こ と で 、 各 a s s e m b l a g e の 分 布 を 明 ら か
に し 、 人 獣 共 通 感 染 の リ ス ク 評 価 を 行 っ た 。 E L I S A キ ッ ト で
G i a r d i a 特 異 抗 原 陽 性 と な っ た 計 2 1 0 検 体 (一 般 家 庭 か ら 4 8 検 体 、
ペ ッ ト シ ョ ッ プ か ら 8 7 検 体 、繁 殖 施 設 か ら 4 6 検 体 、専 門 学 校 か
ら 1 7 検 体 、犬 の 訓 練 施 設 か ら 1 2 検 体 )を 解 析 し た 。G .  d u o d e n a l i s
の 4 つ の 遺 伝 子 座 1 8 S  r R N A、 G D H、 B G、 T P I を 標 的 と す る 各
n e s t e d  P C R に 加 え 、 犬 特 異 的 a s s e m b l a g e  の 検 出 に 優 れ た T P I
を 標 的 と す る n e s t e d  P C R を 行 い 、 増 幅 産 物 の シ ー ク エ ン ス 解 析
よ り 遺 伝 子 型 別 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 計 1 7 0 検 体 (一 般 家 庭 か ら
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3 9 検 体 、 ペ ッ ト シ ョ ッ プ か ら 6 9 検 体 、 繁 殖 施 設 か ら 3 7 検 体 、
専 門 学 校 か ら 1 3 検 体 、犬 の 訓 練 施 設 か ら 1 2 検 体 )で G .  d u o d e n a l i s  
の 遺 伝 子 型 が 決 定 可 能 で あ っ た 。 8 3 検 体 は P C R 間 で の 結 果 に 矛
盾 を 生 じ ず 、単 一 の  a s s e m b l a g e と し て 同 定 さ れ た の に 対 し 、 8 7
検 体 は 、 複 数 の 異 な る a s s e m b l a g e を 含 ん で い た 。 犬 特 異 的 な
a s s e m b l a g e が 全 体 の 8 1 . 8 %  ( 1 3 9 / 1 7 0 )を 占 め 、 a s s e m b l a g e  C が  
1 5 . 3 %  ( 2 6 / 1 7 0 )、  D が 3 0 . 0 %  ( 5 1 / 1 7 0 )、 m i x e d  a s s e m b l a g e  C + D
が 3 6 . 5 %  ( 6 2 / 1 7 0 )と な っ た 。 3 0 検 体 ( 1 7 . 6 % )は 人 獣 共 通 感 染 性 と
さ れ る a s s e m b l a g e  A あ る い は B を 含 み 、 a s s e m b l a g e  A が 2 . 9 %  
( 5 / 1 7 0 )、 A + D が 9 . 4 %  ( 1 6 / 1 7 0 )、 A + C + D が 2 . 9 %  ( 5 / 1 7 0 )、 B が
0 . 6 %  ( 1 / 1 7 0 )、 B + D が 1 . 8 %  ( 3 / 1 7 0 )で あ っ た 。 1 検 体 は 猫 特 異 的
な 遺 伝 子 型 で あ る a s s e m b l a g e  F を 含 ん で い た ( D + F :  0 . 6 % )。一 般
家 庭 、 ペ ッ ト シ ョ ッ プ 、 繁 殖 施 設 、 専 門 学 校 、 犬 の 訓 練 施 設 の い
ず れ か ら も 、 人 獣 共 通 感 染 性 の a s s e m b l a g e  A が 検 出 さ れ 、 国 内
の 飼 育 犬 由 来 G .  d u o d e n a l i s  に お け る 人 獣 共 通 感 染 リ ス ク の 存 在
が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 ペ ッ ト シ ョ ッ プ 、 繁 殖 施 設 の 店 舗 あ る
い は 繁 殖 施 設 ご と に 分 布 を み る と 、 人 獣 共 通 感 染 性 a s s e m b l a g e
の 分 布 が 飼 育 施 設 ご と に 偏 っ て い た 。 従 っ て 、 繁 殖 施 設 ご と の 感
染 コ ン ト ロ ー ル の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
 第 2 章 で は 、未 調 査 で あ り 、か つ 人 と の 密 接 な 接 触 が 予 想 さ れ
る 一 般 家 庭 飼 育 猫 お よ び ペ ッ ト シ ョ ッ プ 飼 育 猫 に 由 来 す る G .  
d u o d e n a l i s 株 に つ い て M L G に よ り 遺 伝 子 型 別 を 行 い 、 各
a s s e m b l a g e の 分 布 を 明 ら か に す る こ と で 、 人 獣 共 通 感 染 リ ス ク
を 評 価 し た 。  
 E L I S A キ ッ ト で G i a r d i a 陽 性 と な っ た 計 5 7 検 体 (一 般 家 庭 か ら
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1 3 検 体 、ペ ッ ト シ ョ ッ プ か ら 4 4 検 体 )を 解 析 し た 。G .  d u o d e n a l i s
の 4 つ の 遺 伝 子 座 1 8 S  r R N A、 G D H、 B G、 T P I を 標 的 と す る 各
n e s t e d / s e m i - n e s t e d  P C R を 行 い 、 増 幅 さ れ た P C R 産 物 の 配 列 解
析 よ り 遺 伝 子 型 別 を 実 施 し た 。計 4 4 検 体 (一 般 家 庭 か ら 11 検 体 、
ペ ッ ト シ ョ ッ プ か ら 3 3 検 体 )で 型 別 が 可 能 で あ っ た 。 猫 特 異 的 な
a s s e m b l a g e  F が 7 5 %を 占 め ( 3 3 / 4 4 )、 次 い で a s s e m b l a g e  A が
1 3 . 6 %検 出 さ れ た ( 6 / 4 4 )。1 検 体 は a s s e m b l a g e  B で あ っ た ( 2 . 3 % )。
4 検 体 は 遺 伝 子 座 間 で の 矛 盾 を 生 じ 、検 体 中 に a s s e m b l a g e  A と F
が 含 ま れ て い た ( 9 . 1 % )。 全 体 で 人 獣 共 通 感 染 性 a s s e m b l a g e の A
ま た は B を 含 む 検 体 の 割 合 ( 2 5 . 0 % )は 犬 よ り も 高 い 傾 向 が 見 ら れ 、
複 数 の 異 な る 地 域 の 一 般 家 庭 飼 育 猫 お よ び 5 店 舗 の ペ ッ ト シ ョ ッ
プ の 飼 育 猫 か ら a s s e m b l a g e  A が 検 出 さ れ た 。 人 獣 共 通 感 染 性 で
あ る a s s e m b l a g e  A の 幅 広 い 分 布 が 明 ら か と な り 、 国 内 の 飼 育 猫
由 来 の G .  d u o d e n a l i s  の 人 獣 共 通 感 染 リ ス ク が 明 ら か と な っ た 。 
 第 3 章 で は 、第 1 章 と 第 2 章 で 得 ら れ た G .  d u o d e n a l i s  の D N A
配 列 を 用 い て 系 統 発 生 学 的 な 解 析 を 行 い 、 飼 育 犬 ・ 猫 由 来 G .  
d u o d e n a l i s  の 遺 伝 子 学 的 な 近 似 や 多 様 性 を 明 ら か に し 、 各 株 の
犬 ・ 猫 に お け る 伝 播 に つ い て 考 察 し た 。  
 飼 育 犬・猫 で の 調 査 で 得 ら れ た 合 計 6 4 9 の D N A 配 列 ( 1 8 S  r R N A :  
11 2 ,  G D H :  1 2 3 ,  B G :  1 3 3 ,  T P I :  2 8 1 )を 遺 伝 子 座 ご と に ア ラ イ ン メ
ン ト 処 理 し 、比 較 し た 。配 列 内 に d o u b l e  p e a k  を 示 し た も の を 除
き 、 最 終 的 に 合 計 1 0 4  ( 1 8 S  r R N A :  6 ,  G D H :  1 5 ,  B G :  2 4 ,  T P I :  5 8 )
の 異 な る 配 列 を 用 い て 最 尤 法 に よ り 系 統 樹 を 作 成 し た 。そ の 結 果 、
a s s e m b l a g e  A と B で は 、検 出 さ れ た 検 体 数 に 限 り が あ る も の の 、
遺 伝 子 学 的 な 多 様 性 が 乏 し く 、 い く つ か の 犬 由 来 株 と 猫 由 来 株 で
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は 配 列 が 完 全 に 一 致 し た 。 従 っ て 、 こ れ ら の a s s e m b l a g e  A 株 あ
る い は B 株 が 幅 広 く 分 布 し 、犬 － 猫 間 で も 伝 播 す る 可 能 性 あ る こ
と が 示 唆 さ れ た 。 a s s e m b l a g e  C、 D、 F は 系 統 樹 に お い て 遺 伝 子
学 的 多 様 性 が 認 め ら れ た が 、検 体 提 供 元 や 検 体 採 取 地 域 に よ る 偏
り が 見 ら れ な か っ た 。 人 の 手 に よ る 動 物 の 移 動 と 共 に 、 遺 伝 子 学
的 に 異 な る 株 が 拡 散 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た 。  
 以 上 の 成 績 か ら 、日 本 国 内 の 飼 育 犬・猫 由 来 の G .  d u o d e n a l i s  が
潜 在 的 な 人 獣 共 通 感 染 リ ス ク を 有 し て い る こ と 、こ れ ら の 人 獣 共
通 感 染 性 G .  d u o d e n a l i s  が 犬 － 犬 あ る い は 猫 － 猫 間 の み な ら ず 犬
－ 猫 の 種 間 に お い て も 伝 播 、 維 持 さ れ る 可 能 性 が 示 さ れ た 。 本 研
究 の 成 果 は 、 G .  d u o d e n a l i s  の 疫 学 的 な 動 態 や 遺 伝 子 学 的 特 徴 に
対 す る 理 解 を 深 め 、 小 動 物 臨 床 現 場 に お い て 獣 医 師 が 飼 育 犬 ・ 猫
由 来 G .  d u o d e n a l i s の 人 獣 共 通 感 染 リ ス ク を 認 識 し 、 飼 い 主 へ 適
切 な イ ン フ ォ ー ム を 行 う た め に 役 立 つ と 考 え ら れ る 。  
